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吊り荷が頭を直撃
クレーン操作の男性死亡

クレーンをリモコンで操作中

ワイヤーが外れて
吊り荷のアルミ資材が傾き

クレーンを操作していた男性の頭を直撃
重体だった男性が、搬送先の病院で死亡

２０２４／０１／１２（金） ５：０８

１０日午後４時前、大分県にある金属加工工場で、天井クレーンをリモコン

で操作中の男性（２９）が、四角形のアルミ板（縦横約１．５メートル×３メー

トル）を地上から高さ約２メートルの位置まで吊り上げて運搬、その際、

ワイヤーが一部外れてアルミ板が傾き、男性の頭部に直撃し、意識不明の

重体となっていましたが、１１日搬送先の病院で死亡が確認されました。

警察が事故当時の詳しい状況や原因を調べています。


